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互助社会とスポーツを通した地域づくり



































。 「 」験者として関わってきた(恩田 ) その研究関心の基底には 自生的な社会秩序,2001:2008
を活かした発展という考えがあり、具体的な事象として相互扶助に着目してきた(恩田













































































































































助 、地域住民の「共助 、自らの力を頼む「自助」がバランスよく機能していると言え」 」
る。ここで言葉を整理しておくと、先ほどの日本の伝統的な互助慣行のユイ、モヤイ、テ
ツダイは行為の方向性（軌跡）から見た分類であるが 「助」行為の主体から見ると「公、
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図４： 公 「共 「私」各領域の変容「 」、 」、
図４：「公」，「共」，「私」各領域の変容
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図５： 公 「共 「私」各領域の役割と市民勢力の台頭「 」、 」、
（２）スポーツ社会における「公助 「共助 「自助」」、 」、
①学校のスポーツ社会と地域のスポーツ社会
＜学校のクラブ活動＞






































































③「公助 「共助 「自助」の三位一体―「補完性の原理」」、 」、
＜「公助 「共助 「自助」の三位一体に基づく互助社会＞」、 」、




」「、）（自治体 に対して勢力を拡張していることを述べたが それは各セクターが担う 公助
や 私 （自助）の役割を否定するものではない 「共助」中心の市民組織は「公助」。
から活動資金の助成を受け、またコミュニティ・ビジネス（市民事業）としてすべての多
様なニーズに応えて財やサービスを供給できるわけではないので、市場での商品の効率的
な提供を必要とする 「公助 「共助 「自助」のバランスのうえに成り立つ「補完性の。 」、 」、




図６： 公助 「共助 「自助」の三層構造「 」、 」、
＜スポーツ社会の「公助 「共助 「自助」の三位一体性＞」、 」、
スポーツも「公助 「共助 「自助」の三位一体に基づく社会と言える。スポーツを」、 」、
する人々の「自助」とその仲間の「共助」があって競技が成り立つ。スポーツ施設の自立
には地域住民の支援である「共助」が重要であると述べたが、ＮＰＯとして活動するとき
活動資金が十分でないとき自治体からの助成金として 公助 を必要とする ここにも 公「 」 。 「
助 「共助 「自助」の補完性が見られる。スポーツ施設は適切な「公助」と自らの経」、 」、
営努力という「自助」に加え、地域住民の「共助」によって成り立つ。学校体育施設の開
放、公共スポーツ施設の利用で民間を補完する「公助」と民間施設が経営効率を公的施設
。、」「に導入する 自助 の促進によって スポーツ社会の互助社会の地平も開けてくるだろう
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（ 、 ） 、 （ 、プロフィット 私益 ではなく 地域住民の生活欲を満たすベネフィットprofit benefit
コミュニティ益）を求める経営理念をもつスポーツクラブでありたい。互（共）助システ
「 」 「 」 、ムとしてのスポーツクラブというのはスポーツを通して 公益 志向と 私益 志向から
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養成でもある。ここで言う品格とは品性の教養や「意をもって情を節し，理をもって欲


























1 ：本論文は2010年 1 月24日（日）に早稲田大学で行われた日本体育・スポーツ経営学会の研
究集会の講演を基にしたものである。このときの講演は『体育・スポーツ経営学研究』（第
24巻）に掲載されている（恩田, 2010）。
2 ：筆者は公立中学校で 3 年間剣道部に所属したが，武道として技術面だけでなく精神面でも
顧問の先生から鍛えられたことを覚えている。
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